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異年齢集団における教科外でのか
かわりの充実

各教科等の年間指導計画の組
合せの工夫

異年齢集団のかかわりから実感す
る所属感や連帯感

国語科における「伝統的な言語文化
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揮する言語活動の重点化

国語科における「目的・相手
意識や共通体験活動Jの重視
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I 研究の目的

11 研究の背景
少子化や核家族化が進む今日，県下において複式学級を有する小学校は，全体の約

半数に及んでいる。このような中，同一学級内に同学年や異学年の友達がいる異年齢

集団の中で学び合い，課題を解決していく能力や態度を培うことは，多くの複式学級

を有する本県にあって重要な課題となっている。

その中で昨年度，私たちは， r夢や目標をもち，共にみがき高め合う子どもの育成J

年 次

1年次

2年次

3年次

4年次

【表 1 研究計画】 という学校教育目標の下，表 1の研究

学び方 異年齢集団 カリキュラム

11総合特活問に |
学びの姿の

学び方
基本的な考

の充実
え方

|学び方を位置付けた複式新プフン作成|

新プランの実施，評価， 改善

計画を構想した。 1年次となる昨年度

は，総合的な学習の時間や特別活動に

おいて異年齢集団での学びの深め方に

ついて研究を進めてきた。その結果，

下学年が上学年の学び方を参考にして

活動したり，上学年が下学年に分かり

やすく伝えるための工夫をしたりする

などの成果が見られた。 2年次となる本年度は，教科等においても異年齢集団の中で

互いに学びを深め合う姿が見られるようになることが期待される。

12 研究の方向
r 1 研究の背景」を踏まえて学校教育目標を具現化するために，本年度は，本校
の複式学級で育成すべき子ども像を設定し，そのためのカリキュラム創造の基本的な

考え方について明確にする必要がある。

そこで，学校教育目標 ・子ども像 ・カリキュラムの関連を次のように考えた。

複式学級においては， r上学年と下学年の関係がうまく し、かなしリ「子どもの考えが
広がりにくしリ等 2個学年や少人数という特性に起因した課題が挙げられる。

しかし，見方を変えれば 2個学年や少人数のかかわりがあるからこそ「あのよう

な上学年になりたしリ「下級生に分かりやすいように伝えたいJ等の思いをもつこと

ができ，それが「夢や目標をもっ」ことにつながる。また，r友達の考えの理由まで

聞くことで自分の考えとの共通点に気付いたJr自分や友達の考えには，それぞれよ
さがある」等の思いは r共にみがき高め合う j ことにもつながると考えられる。そ
して，このような互いに学びを深め合う経験が，同学年や異学年の友達との学習や生

活のあらゆる場面で生きてはたらく力になってし¥く 。このことから，複式学級では，

互いに学びを深め合う子どもを育成することが大切になると考える。そのためには，

異年齢集団のかかわりをもたせることのできるカ リキュラムを創造する必要がある。

以上のことから，本年度は，次のような研究主題と副題を設定し，研究を進めてい

くことにした。

互いに学びを深め合う子どもの育成

~異年齢集団のかかわりを重視した複式教育カリキュラムの創造~

-169-
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なお，カリキュラムを具体化する際は，今年度は国語科を中心に扱っていく 。コミ

ュニケーション能力の育成の核となる国語科を中心に扱うことで，主題の「学びを深

め合う」ことや副題の「異年齢集団のかかわり」について，他の教科等のよりどころ

となるカリキュラム創造の基本的な考え方を探ることができると考える。

E 研究内容

11 互いに学びを深め合う子どもとは
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12 異年齢集団のかかわりを重視した複式教育カリキュラムの創造の基本的な考え方 !
互いに学びを深め合う子どもを育成するには，教科等の目標の達成を目指すのはも

ちろん，同学年や異学年の友達がいるからこそできる，あるいは人数が少なし¥からこ

そできる様々なかかわりをもたせることが大切である。そうすることで考えの偏

りや平板化がみられやすいJ等のデメリットを補完したり r自分たちで学習を進め
たり，助け合ったりして活動しやすしリ等のメリットをより強固にしたりする学習内

容や学習方法が明確になり，それらが互いに学びを深め合うためのかかわりとなり，

しいては教科等の目標の達成につながるからである。つまり 2個学年 ・少人数とい

う複式学級の特性があるからこそできる異年齢集団のかかわりを重視したカリキュラ

ムを考える必要がある。

そこで，複式学級の 2個学年 ・少人数としづ特性があるからこそできる異年齢集団

のかかわりを次のようにとらえ，カリキュラムの創造の視点を見出した。

まず，教師が両学年の指導内容を系統的にとらえることにより両学年の内容を関連

付けたり，同内容にまとめたりして年間指導計画を作成することになる。また 2個

学年とも年間を見据えた指導をすることができ，そのことが指導と評価の一体化につ

ながる。したがって 2個学年の指導内容の組合せを工夫することで異年齢集団のか

かわりを重視するカリキュラムになると考える。

次に，子どもたちが一つ一つの考えについてじっくり吟味しやすくなり，そのこと

が自他の考えを聞いたり，伝えたり，問い返したりすることになる。また，教師が子

どもたちの考えを詳しく把握することができ，そのことが教師のよりきめ細かい働き

かけにつながる。その際，教師は，あらかじめ発達の段階等も考慮しながら，どの場

面でどのような話合いが展開されることが学びを深め合うことになるかをとらえてお

くことが大切である。そのためには，コミュニケーションの基盤となる学びを深め合

う言語活動を重点化する必要がある。ただし，学びの深め方については，これまでの

本校の研究で学びを深める 「学び方」を発揮することが有効であることが明らかにな

っている。よってその成果を生かし，今年度は，学びを深める「学び方」を発揮する

言語活動を重点化することで異年齢集団のかかわりを重視するカリキュラムになると

考える。

さらに，学習や生活の場面で学年を越えて，互いにリ ードしたり，フォローしたり

することができ，そのことが友達のことをよく知ったり，自分のことをよく知っても

らったりすることになる。また，異学年の友達との学習や生活で学んだことを同学年

の友達との学習や生活に生かすことができ，そのことが，相乗効果を生み，学習や生

活をよりよいものにすることになる。したがって，教科外でのかかわりも充実させる

ことで異年齢集団のかかわりを重視するカリキュラムになると考える。

以上のことから，カリキュラムの創造の視点を次の 3点に設定した。

O 指導内容の組合せの工夫

O 学びを深める「学び方」を発揮する言語活動の重点化

O 教科外でのかかわりの充実

ウ

t
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異年齢集団のかかわりを重視した複式教育カリキュラムの全体構想(ョ

教科外の
指導計画

【視点3】
教科外でのか
かわりの充実

! 総合的横一導

教
科
外
で
の
か
か
わ
り

【視点 1】
、 指導内容の組
合せの工夫、他教科の

指導計画

【視点 1】
指導内容の組 J
合せの工夫 F

/ぺ〆
下学年の
指導計画

他

教

科
【視点2】
学びを深める
「学び方Jを
発揮する言語
活動の重点化

ζ こ
上学年の
指導計画 教

科
【視点2】
学びを深める
「学び方Jを
発揮する言語
活動の重点化• 二 【視点 1】

指導内容の組
合せの工夫

教

科
【視点2】
学びを深める
「学び方Jを
発鐸する言語
活動の重点化

教
科
で
の
か
か
わ
り

【図2 異年齢集団のかかわりを重視した複式教育カリキュラムの全体構想】

異年齢集団のかかわりを重視した複式教育カリキュラムを，図 2のように構想した。

視点 1では，上学年や下学年，また関連する諸教育活動の指導計画の内容の組合せ

を工夫して見直しを進めてし1く。

視点 2では，視点 1で工夫された指導計画に学びを深める 「学び方」が発揮できる

言語活動を位置付け，教科の目標に迫ることができるようにする。

視点3では，教科外のかかわりの充実を目指し，教科での学習が教科外の学習に広

がったり，教科外の学習が教科での学習に広がったりするようにする。

このように， 三つの視点を生かして，複式学級の教育活動を総合的 ・横断的に指導

することで，異年齢集団のかかわりを重視した複式教育カ リキュラムの運用につなが

ると考える。

なお，それぞれの視点の基本的な考え方は次の通りである。

(1) 指導内容の組合せの工夫

複式学級で指導内容の組合せを考える際，各学年の指導内容の系統性， )1頃序性，

共通性，差異性，適時性，発展性， 他教科等の関連等，様々な観点からの組合せが

考えられる。しかし，いずれの観点の組合せは全て，教科等の目標を達成するため

の組合せであることが前提であり ，そうすることで全体としての子どもの学びがバ

ランスよく高まり，確かな学力をはぐくむことができると考える。したがって，指

導内容の組合せを考える際は，学年ごとの目標を踏まえた上で，その内容や方法を

具体化することが大切である。そうすることで，様々な観点での指導内容の組合せ

が教科等の目標と結び付いたものになってし1く。

以上のことから，図 3の基本的な指導内容の組合せ例をもとにして，カリキュラ

ムを具体化してし、く。その際，表 2の特長と留意点を考慮することが必要である。

-172一
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一鱒一回
翌
日

指

導

内

容

指

導

内

容

一
年
次

指

導

内

容

指

導

内

容

一
年
次

一時一回
一側面

(A・B年度案〉

回回

は一年次

(繰り返し案〉

回 日

は二年次

(折衷案 〉

回 目

指

導

内

容

指

導

内

容

illt 
指

導

繰 繰

返
ぞ| |同単元同内容2し

指

導

内
廿d ヲ

同単元同内容4

i!lr 
【図3 基本的な指導内容の組合せ例】

【表2 各指導類型の概要】

:教科の系統を踏まえ，上 ・下学年にそれぞれの学習内容を指導する
(学年別指導〉(計画。

特: ・ 学年の系統に応じた指導をしゃ:留 導入や終末等を工夫して，一方

j すい。 意j の学年に指導が偏らないように配

長 点:慮、する必要がある。

系統性の強し1教科において，同じ領域等で組み合わせ，両学年に
(類似内容指導0:

:共通目標と類似内容をもたせて同一の単元を構成する計画。

特: ・ 学年別指導より直接指導の機会 :留 類似内容を判断する際，目標を

が多く設定でき，個に応じた指導 :意: 踏まえた指導計画作成に配慮する

長: が充実しやすい。 点l 必要がある。

(A・B年度案〉i両学年分の内容を A・B年度に分配し，両学年の子どもに同内
:容を同程度で指導しようとする計画。

特j・ 直接指導で展開できるので，観 (留 2年間を見据えて系統的，累積

察，実験，調査等の学習活動を設!意j 的な内容の指導がなされるように

長: 定しやすい。 点: 特に配慮する必要がある。

2個学年の内容から編成した同一単元を 2年繰り返し学習し， 2 
(繰り返し案〉:

l年間で各学年の目標を達成する計画。

特l・ 2年間を見据えて子どもの学習 l留J ・ 同一教材を 2年間にわたり指導

や生活経験の違いに対応した指導 :意: するので，教材を精選する必要が

長: 計画を作成しやすい。 点: ある。

類似内容指導と A "B年度のよさを融合したもので，同単元同内
( 折衷案 ):

;容を位置付けて，それを A"B年度で行う計画。

特: ・ 2年間を見据えて同単元同内容 :留 2年間にわたり同内容について

1 段階的に計画でき，指導計画に反 j意j の子どもの興味 ・関心が高まるよ

長: 映させやすい。 点l うに配慮する必要がある。
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(2) 学びを深める「学び方」を発揮する言語活動の重点化

これまでの本校の研究で，下の表3・4をもとにして学びを深める「学び方」が

発揮できる話合い活動を，目標 ・内容 ・方法の面から分析し，それを単元指導計画

に位置付けることが子どもの学びに有効であることが明らかになっている。

【表3 同学年で学びを深める「学び方」系統表】 【表4 異学年で学びを深める「学び方」系統表】
下学年 | 上学年

【聞き方]自分の考えをI(聞き方]下学年の子ど
もち，上学年の子どもの|もの考えの根拠を考える

考えを自分の考えと比較|とともに， 自分の考えと

しながら聞く。 1比較，関係付けなが ら聞

[伝え方]これまでの既|く。

習経験を踏まえて，自分 1(伝え方]下学年の子ど

の考えが上学年の子ども |もの実態や既習経験を踏

に伝わるように分かりや|まえて解決する方法を教

すく説明をする。 1えたり，図や例示と関係

[問い返し方]上学年のイ寸けるなどして，分かり

図や例示などを用いた説|やすく説明をしたりする。

明で，分からないところI(問い返し方]下学年の
を問い返す。 1子どもの説明で不十分な

ことを問い返す。

1学年12学年 3学年14学年 5学年16学年
相手の知 相違点や 相違点や
らせたいこ 共通点はど 共通点はど
聞 とは何かを こか， 自分 こか，相手
き 考えながら と相手の考 の考えや考
方 聞く。 えを比較し え方と 比較

ながら聞く。 しながら聞
く。

相手に分 図や言葉 図や言葉，

伝 かりやすい などを活用 具体物など

え
言葉で伝え してイ云える。 を活用した

方
る。 り，例示し

たりしてイ云
える。

問 分からな 考えの分 考えや考え
いところを からないと 方の分から返

方し
問い返す。 ころを聞い ないところ

返す。 を問い返す。

例えば，単元指導計画で，第 1時を同学年との学習，第2時を異学年との学習と

してどちらの時間とも学びを深める「学び方」が位置付けられたとした場合， 学び

を深める「学び方Jを同学年の友達との話合い活動でも発揮し，異学年の友達との

話合い活動でも発揮することが望ましいことになる。その際，二つの学びを深める

「学び方」の関連を考えることで，その場面で必要な発揮のさせ方が明確になる。

なぜなら，その場面同士を連続的 ・発展的にとらえることになるからである。その

ことで， r上級生から教えてもらったことが，自分たちの学習で、役立ったJr今度は，
自分たちの考えを上級生に聞いてもらいたい」など，同学年 ・異学年の友達との学

習が相乗効果を生むことになり， しいては教科の目標につながることになる。

そこで，異年齢集団において互いに学びを深め合うために，これまでの研究の成

果である表3・4などをもとに， 学びを深める「学び方」が発揮される言語活動例

を発達の段階ごとに重点化し，教科の特性を加味しながら充実を図るようにした。

【表 5 学びを深める「学び方 J を発揮する言語活動の重点化 】
第1・2学年 第3・4学年 第5・6学年

聞き方 メモ 三担

事物の説明 三矛・ 出来事の説明 ミヨ・ 資料を提示しながらの説明
経験の報告 〉 . 調査の報告 〉 . 資料を提示しながらの報告
あいさつ
連絡

伝え方 紹介 33. 推薦
報告する文章 調べて報告する文章 キ-意見を記述した文章三司 ・
説明する文章 コ- 説明する文章 33・ 活動を報告した文章

I • 編集
事物のよさを多くの人に伝

簡単な手紙 ヨ - 目的に合わせた手紙 えるための文章

感想 三言
問い返 I • 意見 〉

し方 応答 ;・ 読み取ったことを基にしたい 助言，提案
l 話し方，聞き方

全て グループで、の話合い十一半・ 学級全体での話合い =L. 討論1 
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(3) 教科外でのかかわりの充実
異年齢集団のかかわりは，教科外の諸教育活動においても多様に考えられる。し

かし，単にそのかかわりが多し1からといって，必ずしも充実するとは限らない。な

ぜなら，それぞれのかかわりには，ねらいがあり，そのねらいを達成するためのか

かわりでないと意味をなさなくなり ，他の教育活動とも関連し合わなし1からである。

また r下学年の友達と一緒に活動してみたいJ r上学年の友達に聞いてみたい」
など，子どもの切望感や必要感を抱かせたり r上級生と一緒に勉強できる複式で
よかった」といった所属感を味わわせたりすることも大切である。さらに 2個学

年の発達の段階や学習の理解に合わせ，補充的，発展的な活動内容を設定すること

も考えらえる。以上を踏まえて，本校では， 表6のかかわりを中心にして，教科外

のかかわりの充実を目指している。

【表6

動 :

朝の活動 : 

_ _ _ Jぇ~ 7ーと~1_ -r ] _ _ _ ~ _ _ _ _ (読書~:L~l__ ー _1- _ーーー ー Jt毛活重~l_ _ ー
主 L ~ÉC ボランティアへの意識の向上: ・ 読書への親しみ : ・自分の役割の自覚，実践
:上学年 t ー

ヲv、1-ーーーー
乞 1-，:::-q f.:r- ・ボランティアへの意識の向上;・読書への親しみ l ・自分の役割の自覚3 実践
:下学年 1

1 ・上級生への接し方の向上 l・上級生への接し方の向上 ; ・上級生への接し方の向上

交流給食

[会食] [感想交流会]

主 !上学年 (・ 食への意識化， 実践化の向上 j 食への意識化，実践化の向上
tj: 1 …下級生への接し方の向上
71 1-

Ej下学年 (・ 食への意識化， 実践化の向上 食への意識化3 実践化の向上
l ・上級生への接し方の向上

グリーン:
タイム ; 

よ[1年1:~illl~え盃会]し[複式仲良しえ作戦l___L~ !f生を送る会]
去 !上学年 l下級生への受容的な理解 ;複式への親しみ i・学校，複式への感謝
ご 1 --L..--y-~ ・ 下級生への接し方の向上 :・ 下級生への受容的な理解 ;・ 下級生への感謝

乞 ，-r.~/.r:学校への親しみ ;・複式への親しみ ;・ 6年生への感謝;下学年 1 

;・上級生への接し方の向上 ;・ 上級生との積極的な協力 1 ・上級生との積極的な協力

~~由宇ぞ虫明n..""~

E
a司↑

)

一
・ず
凶w
一

7
!?
浪
心

一14
J
r

一関
，
t

学校行事 間関 腫姐 I旬、 J
lふユー'玖7生、1
F引ヤ守.

島奇~ ~I! 一一一一一一ー一一一一一一

[運動会] [音楽発表会1
7・これまでの学習の発表 ・音楽への親しみ

主 ;上学年 』

ね に 下級生への接し方の向上 ;・ 下級生への受容的な理解

ら i下学年 :・ これまでの学習の発表 ト 音楽への親しみ
:・上級生との積極的な協力 !・上級生へのあこがれ

τ
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(4 複式教育における国語科カリキュラムの具体化
異年齢集団のかかわりを重視した国語科カリキュ ラムを 171ページのカリキュラム

創造の三つの視点、を基に考えた。
複式カリキユフム創造の視点 複式教育における国語科力 リキユフム創造でのとらえ

国語科の内容は，3つの領域と「伝統的な百語文化と国語の特質に関する事項Iで構成され

匡E
ている。また，国語科の目標と内容は2学年共通で示されており ，児童の実態等に応 じて柔軟

に学習内容を組み換えることができる。
指導内容の組合せの工夫

以上のような国語科の特性や他教科等と国語科との関連を踏まえて，複式学級における国語

科の年間指導計画を作成する。

匡E 新学習指導要領で、例7J之された言語活動例を基に r2個学年Jr少人数」という複式学級の特
学びを深める「学び方」を発 性を生かせる同学年間や異学年間の交流活動を考えることで， 学びを深める「学び方」が発揮

揮する言語活動の重点化 できる場面を意図的に設定することができると考える。

国語科の授業以外の教育活動全体で r2個学年Jr少人数Jという複式学級の特性を生かし

匡E た，同学年間や異学年間の交流場面を積極的に設ける。

教科外でのかかわりの充実 その際， 国語科の特性や活動の目的などを加味したり ，学習内容や児童の実態に応じたりし

て，意味のある交流場面を設定する。

(1)視点 1 r指導内容の組合せの工夫j から
国語科の各領域や単元の種類や特性を考えて指導内容を組み合わせることで，異

年齢集団のかかわりを重視した年間指導計画を編成する。
組み合わせ例 領域，単πの種類 領域，単冗の特性 年間指導計画を編成する際の手11頃，留意点

話す」と・
コミュニケーション能力をはぐくむ 2学年を通じて螺旋的 ・反復的に学習する

聞くこと

書く 」と
上で特に土台となる。 ことで，より知識・ 技能 ・理解を高められる

同単元同内容
読む」と 2学年まとめた目標や内容であるが，

ようにしたり ，より親しめるようにしたりす

る。

A 'B年度案
(文学的文章) 説明的文章ほど学習内容に系統がない。

学習経験の違う大きな集団で学んだ方が，

伝統的な言語文化
伝統的な百語文化に親しむことを目

考えが広が りやすく，高まりが見られやす
的としている。

に関する事項
2学年まとめた内容で示されている。

し、。

読む」と 2学年まとめた目標や内容であるが， 学習内容を一克化し，異学年同士がかかわ

(説明的文章) 学習内容に系統がある。 れる場面をより多く設けられるようにする。

異内容
昌菜の特徴やきま

学習内容に系統がある。
特に，入門期の段階の学習での充実をさせ

りに関する事項 たい。(言葉の特徴やきまりに関する事項)

学年別指導
より確実な定着を図るために，上の学年に

文字に関する事項 学年別の配当漢字がある。
配当されている漢字や学年別に配当されてい

る漢字以外の常用漢字の読みの指導を積極的

に行う。 (文字に関する事項)

以上のことを踏まえ，異年齢集団のかかわ りを重視した国語科の年間指導計画

を作成すると 177ページの表 7のようになる。なお，基本的には2個学年の単式

学級の指導計画を合わせて作成するが，異学年間でかかわるこ とができる場面を

より多く 設定できるようにするために単元を入れ換える。

(2)視点2 r学びを深める『学び方』を発揮する言語活動の重点化」から
国語科の授業において r2個学年Jr少人数Jとい う複式学級の特性を生かし，
異年齢集団のかかわりを重視した授業づく りが大切である。

そこで，授業単元の指導計画を立てる際，以下の点に留意したいと考える。

っかむ
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【表7 異年齢集団のかかわりを重視した国語科の年間指導計画】

1.......... 単式学級指導計画 ---' 
月

第5学年
月

第6学年

単元名 教材名 単冗名 教材名

2 要旨をとらえよう
サクラソウとトラマルハナ 5 今も昔も狂言

5 パチ 短歌と俳句の世界

晴間/海雀/雪 暮らしの中の昌菜

3 調べた」とを整理して書」う 昌葉の研究レポート 6 3 相手や目的に合わせて書」う ガイドブックを作ろう

仮名づかいの決まり よりよい文章に

6 インタビュー名人Lなろう 学級討論会をしよう

漢字の広場① 7 
4 読書の世界を広げよう

森へ

4 読書の世界を広げよう
千年の釘f:.いどむ 本は友達

7 
本は友達

司ぜ、dhy く 複式学級指導計画 百 4ヤシ
第5学年 (A年度)

月
第 6学年 (8年度)

単π名 教材名 単π名 教材名

晴間/海雀/雪 暮らしの中の言葉

→{ 2 要旨をとらえよう サクフ、ノウとトフマルハナパチ 2 文章を読んで，自分の考えをもとう 生き物はつながりの中f:.

舟l 漢字の広場① 5 漢字の広場①

3 調べた」とを整理して書」う 百莱の研究レポート
3 相手や目的に合わせて書こう

ガイドブックを作ろう

仮名づかいの決まり よりよい文章に

インタビュー名人Lなろう 学級討論会をしよう

凶】 漢字の広場②
u 

漢字の広場②

ト引
千年の釘にいどむ

4 読書の世界を広げよう
森へ

本は友達
7 

本は友達

回一O 説明的文章を学年別指導で行うために，単元を入れ換える。
田ー O 文字に関する事項を学年矧l指導で行うために，単元を入れ換える

一一 O 子どもの実態や教科の円際を達成させるために学習形態を変える場合，単元を入れ換える。
(3) 視点 3 r教科外でのかかわりの充実」から
諸教育活動

言語活動

(各教科等)

拐の会

(朝の活動)

読書タイム

(朝の活動)

ねらい

国語科以外の授業においても，学びを

深める「学び方」を意識して，進んで言

語活動に取り組むことができるように

する。

聞き方・伝え方・問い返し方を意識し，

日常生活の中でも学びを深める 「学び

方j をより発揮できるようにする。

読書に親しみ，ものの見方，感じ方，

考え方を広げ，深めることができるよう

にする。

具体的な活動内容

異年齢集団におけるかかわりの場面を意識的に盛り込んだ活動を積械

的に設定する。

(例) 家庭科でミシンの使い方を調べる際，同学年だけでなく具学年と

一緒に活動を行い， 上学年からアドバイスをもらう(写真 1)。

1分間スピーチの発表を朝の会を毎日輪番で行う。その際，発表だけ

でなく質問の時間も設けることで，学びを深める 「学ひ'方」を発揮でき

るようにする(写真 2)。

毎週木曜日の朝の活動の時間に行う。その|祭，一人読みだけでなく，

おすすめ図書の紹介を行ったり，グループ単位で取り組むアニマシオン

を行ったりする活動の中で，学びを深める 「学び方Jが発揮できる場面

を積極的に設定する(写真 3)。

l 言語の広がり，深まりを感じさせ， 言 l
ことばの時間 | | 「あいうえお作文」作り等のゲーム性の強い活動を行う o その|燦，多様

l葉に対する興味・関心を高めることがで -I;:.-=v;"':1-1::-1..... ・ヂ(朝の活動/fC1"'" ......J '} '<v ;rt::"71.... I:XJ 'W' -c.... II=>J "'..... '0) '-- L I .. r.... I な考ん方人触れられるよフ~:::，異年齢集団での意見交換の場を設定する。
1 きるようにする。 I

【写真 1他教科でのかかわり】 【写真2 朝の会の様子】

-177一

【写真3 読書タイムの様子】
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E 研究の実際
11 実践の立場
互いに学びを深め合う子どもを育成するために，国語科の授業において，

二つの視点を設定して検証を行った。その際，以下の場面と方法で検証した。

検証の視点
検証する場面 検証方法ーーーーーー-- -- --ー --------------ーーー・・・・ー ー・ ・・帯ーーー---ーー--- ーーーー・ 4恒ー ・・ー

検証の視点の具体

検証の視点 1
「学びを深める『学び方』を発揮する言語
活動の効果的な設定J 単元の学習
ー-- -- ---ーー'ーーーー ・・・・・・・ --ー・ ・・・・・・・・・・・・ーー・ ・ ・・ーーーー・・ーー ・--ーーーーー

内容を考える同学年同士や異学年同士がかかわる場面におい
て， 学びを深める 「学び方」が発揮できる言語活 場面で O 「ふりかえりカー
動を効果的に設定することで，教科の目標達成が ド」からの見取り(自

できたか。 己評価，相互評価)

検証の視点 2
「学びを深める『学び方』を発揮する交流 O 授業の様子から
場面の効果的な設定」 一単位時間 (教師による評価)
ー------------------ーーー 』 ー』ーーーー ー ・・・ーーー.白』ーー岨・・・・・・ー・----------

国語科における交流に関する指導事項等を盛り の学習 内容を

込んだ指導を行い，同学年同士や異学年同士がか 考える場面で

かわる場面を積極的に設定することで，教科の目
標達成ができ たか。

(2 第 5 ・6学年複式学級 国語科年間指導計画

※ 179ページ表 8参照

13 実践結果と考察
(1) 単元名

第 5学年「目的に応じた伝え方を考えよう」

(教材「ニュース番組作りの現場から JI工夫して発信しよう 」光村 5年下)

第 6学年「筆者の考えを受け止め，自分の考えを伝えよう」

(教材「平和のとりでを築く JI自分の考えを発信しよう 」光村 6年下)

(2)単元の目標(一部抜粋)
第 5学年 第 6学年

O 番組作りの大切な点を的確におさえ O 筆者が訴えたいことを読み取り ，それ

なが ら，自分たちが番組を作るために必 について自分の考えをもっ。

要な事柄を読み取る。

O 編集作業を通して，集めた材料を目 的

に合わせて整理し，加工して伝える。

O 放送原稿を発表し合い，相手に伝える o r平和」についてさらに考えるために
ために効果的な表現の仕方に着目して 調べ，深まった考えを分かりやすく構成

助言する。【書くこと】 して書いて交流する。【書くこと]

なお，上の表の波線は交流に関する指導事項に関する目標を示す。 目標

を設定する際 r学びを深める『学び方~J と関連付けた 。

また，本単元では異年齢集団のかかわりから共に学び合うことができる

言語活動を，以下のように設定した。
第 5学年の言語活動 | 第 6学年の言語活動

ビデオニュースの原稿 ・編集 | 平和についての意見文

本単元では，同学年だけでなく異学年とのかかわりから共に学び合うこ

とができる場面を設定したいと考えた。そこで，単元の中間や終末で行う

発表会という形での感想や意見の交流だけでなく，学習計画を立てたり課

題解決したりする場面での交流を重視した単元構成で学習する。
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【表 8 第 5 ・6学年複式学級 国語科年間指導計画】

第 5学年 (A年度) 第 6学年 (B年度)
月

単元名 教材名 単元名 教材名

続けてみよう 続けてみよう

1 本に親しみ，人 本に親しみ，自分

聞を見つめよう
新 しい友達

と対話しよう
カ レー ライ ス

漢字の成り立ち 漢字の形と音 ・意味

お願いの手紙，お礼の手紙 短歌と 俳句の世界

敬語 暮ら しの中の言葉

H育問/海雀/雪 今も 昔 も 狂言

要旨をとらえ サクラソウとト ラマノレハナバ
2 文章を読んで ，

2 

ょう チ
自分の考えをもと 生き 物はつながりの 中に

つ

漢字の広場① 漢字の広場①

3 調べたことを
言葉の研究レポート 相手や目的に合 ガイト、ブ ックを作ろう

整理 して書こう
3 

目IJ わせて書こう
仮名づかいの決まり より よい文章に

イン タ ビュー名人になろう 学級討論会をしよう

期 漢字の広場② 漢字の広場②

4 読書の世界を 千年の釘にい どむ 4 読書の世界を広 森へ

広げよう 本は友達 げよう 本は友達

未確認飛行物体 船/りんご

カンジ一博士の暗号解読 同じ訪11をもっ漢字

漢字の広場③ 漢字の広場③

5 伝え合って考
人 と 「もの」 とのつき合い方

5 共に考えるため
みんなで生きる 町

えよう に伝えよう

和語 .ii英語 ・外来語 日本で使う文字

1 人物の考え方
表現を味わい ，

や生き方をとら わら ぐっの中の神様
1 

やまなし

えよう
豊かに想像 しよう

方言と共通語 イーハ トーグの夢

漢字の広場④ 漢字の広場④

言葉の組立て 熟語の成り立ち

2 自的に応じた ニュー ス番組作りの現場から 2 筆者の考えを受 平和のとり でを築く

伝え方を考えよ 工夫 して発信し よ う け止め自分の考え 自分の考 えを発信 しよ う

つ 編集 して伝 える を伝えよう インタ ーネ ッ トと 学習

ねぎぼうず/ケムシ ・一/耳/

t蝶
漢字の広場⑤ 漢字の広場⑤

後 漢字の読み方と使い方 覚えておきた い百薬

「失敗Jをめぐって 今，わた しは，ぼくは

物語を作 ろう 感動 を言葉に

真月 3 冨菜って，おも
どんなとき，だれに

3 冨菜って ，おも

しろいな しろいな わた したちの言葉

言葉や表現のちが いから

漢字の広場⑥ 漢字の広場⑥

同じ読み方の熟語
カンジ一博士の漢字クイズ大

dzh x 

海の命
学習したことを生

大造じいさんと ガン
学習したことを生か

今，君たちに伝えたい こと
かして して

生き る

日
説明的文章を学年別指導で行うために，単元を入れ換えた。

文字に関する 事項を学年別指導で行 うために，単元を入れ換えた。

子 どもの実態や教科の目標を達成 させ るために指導形態を変え，単元を入れ換えた。

Q
d
 

弓

i
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授業の実際(全 14時間)(3) 

を発揮す学びを深める 『学び方』
る交流場面

6年生からのかかわり

仁コ
くコ
〈二〉

交流によって変わった児童の思
いや考えなど干
しO 5年生からのかかわり

学習への意欲の喚起と学習問題の設定

初発の感想

「複皿ニュース」をつくって，
式学級のみんなに観てもらおう 。
〆ーで一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

I I 話合いの途中に「アドバイスタイム」を設け，
I I見を出し合う 。
i※ 5年生が単元

学習への意欲の喚起と学習問題の設定

初発の感想

「平和」についての自分の考えを
複式学級のみんなに発表しよう 。

中夏

それぞれの学年が立てためあてについて意

ハU
口

6
1
よ

どちらの説明文も ，

っ
か
む
・
み
と
お
す
②

し
ら
べ
る
⑤
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ふ
か
め
る
⑤

3 放送原稿の作成の理解 13 

相手意識， 目的意識を明確にした放
送原稿の作成

4 放送原稿の作成②

O 学習したことを生かした原稿作成

自分の考えを

【振り返りカードから (5年生)】

00さんにインタビューの仕方を，くわし
く教えてもらって，勉強になった。
6年生にアドバイスを言ったらいいア トー

バイスだね。」と言われてうれしかった。

【振り返りカードから (6年生)】
もう 一度白分の意見文を読んで，下級生に

とって難しい言柴はないか考えてみたい。

5 q三生が相手をうなずかせるアドバイスを
していですごいと思った。

6 発表の準備② I 6 発表の準備
(原稿の修正，原稿読みの練習，撮影 o 発表補助資料(写真，図など)準備

(原稿読みの練習，撮影)

かり
す か
ωえ
る

¥ 

7 発表会

複式 1，n組への発表
振り返り

7 発表会

複式 1，n組への発表
振り返り

口。
唱
E
ム
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(4)実践の結果と考察

ア 検証の視点 1から

o 5年生の学習で， 6年生にとって既習の言語活動を取り上げたこと
で 6年生は自分たちがした学習と比較した「聞き方」ができ，体験

を基にした効果的な質問や意見を 5年生に述べ，考えを高めることが

できた。

o 6年生の意見文を聞く際， 5年生は下級生の代表として分か らない
ところの「問い返し方」ができ，自分の意見と比較した質問や意見を

6年生に述べることができた。

イ 検証の視点 2から

o -単位時間の最後に，学びを深める「学び方」を基に学習をふりか
える時間を設定したことで，次のような結果が得られた。

同学年間や異学年間のかかわりが増えたことで，自分の学び方を

振り返ることができる機会が増え，次回の自分の学び方に生かそう

とする子どもの姿が見られた。

教材が異なる 2つの説明文をそれぞれの学年で取り上げ，異学年

間のかかわりの中で比較しながら学習することで， 一般的な説明文

の構成が分かりやすくなり，読み取り方を理解しやすくなった。

o -単位時間の途中に「アドバイスタイム」を設けることで，より多
くの意見を基に自分の考えを強固 ・修正・付加することができた。

N 研究の成果と課題

11 研究の成果
O 複式学級で目指す子ども像を設定し，その具現化に向けて，複式教育カリ
キュラム創造の視点を明らかにできた。

O 異年齢集団のかかわりを重視した複式教育カリキュラムの基本的な考え

方を明ら かにできた。

O 複式学級の国語科年間指導計画を作成することができた。

|2 研究の課題

O 国語科以外の他教科等においても異年齢集団のかかわりを重視した複式

教育カリキュラムの具体化を進める必要がある。

O 互いに学びを深め合う子どもを育成する指導方法についての研究を進め

る必要がある。
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